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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンデータ×オープンソース 
～流行っているからこそ知っておきたい現状と可能性～ 

朝日航洋株式会社 G空間研究所 

大伴 真吾 

2020年2月7日 テクニカルセミナー／第103回空間情報話題交換会 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

内容 

 

• オープンデータ 

 

• オープンソース 

 

• オープンデータ×オープンソース 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

政府の施策 

• 官民データ活用推進基本法（平成28年12月） 
– 「官民データ」を活用して施策の企画・立案、業務の効率化・高度化を図る 

• 官民データとは（第2条より） 
電磁的記録に記録された情報 
国の安全を損ない、公の秩序の維持を妨げ、又は公衆の安全の保護に支障を来す
ことになるおそれがあるものを除く 

– そのために、「官民データ活用推進基本計画」を作り、実施する 

• 推進のための施策 
– デジタルガバメント推進方針（平成29年5月） 

• 本格的に国民・事業者の利便性向上に重点を置き、行政の在り方そのものをデジ
タル前提で見直すデジタルガバメントの実現を目指す 

– デジタルガバメント実行計画（平成30年1月） 

• 行政サービスの100%デジタル化 

• 行政保有データの100%オープン化＝オープンデータ化 

• デジタル改革の基盤整備 

– 証拠に基づく政策立案（Evidence Based Policy Making：EBPM）の推進 
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未来のために、今を翔ぶ。 
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オープンデータ推進のきっかけとなった事例 

• ゴールドコープ社（カナダ） 

– 倒産の危機に瀕していた同社が、地質データをインターネットで公
開し、賞金をかけて新しい金鉱脈の位置を世界中の人に調べても
らった。 

– その結果、110カ所の鉱脈の位置が示唆され、その半数は同社が
気づいていなかった。 

– そのうちの80％で実際に金が見つかり、年商額が90倍になった。 

 

• 保有データもオープンにすることで、経済効果や課題発見
・解決を期待している 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンデータとは? 

 

•機械判読に適したデータ形式で、 
 

•二次利用が可能な利用ルールで公開さ
れたデータ 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンデータのレベル 

http://www.soumu.go.jp/main_content/000262190.pdfより引用 
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未来のために、今を翔ぶ。 
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オープンデータでよく使われているライセンス 

 

• クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 
– インターネット時代のための新しい著作権ルール 

– データ等を公開する作者が「この条件を守れば私の作品を自由に使って構いま
せん。」という意思表示をするためのツール 

 

 

• 政府標準利用規約 
– 各府省のホームページのコンテンツのうち法律の規定等による制限の他は自
由に複製・公衆送信・翻訳・変形等を行えるようにするもの 

– 第2.0版より「 クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際」（CC-BY 4.0）との互換性
がある 
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未来のために、今を翔ぶ。 
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クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 

CCライセンス 内容 マーク 

CC-BY 表示 

CC-BY-SA 表示・継承 

CC-BY-ND 表示・改変禁止 

CC-BY-NC 表示・非営利 

CC-BY-NC-SA 表示・非営利・継承 

CC-BY-NC-ND 表示・非営利・改変禁止 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間データのライセンス例 

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/2017-7-kyusyuhokubu-newより引用 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

Web地図サービスを利用する上での留意点 

• Google Mapsの場合 
– https://www.google.com/permissions/geoguidelines/ より一部抜粋 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

Google Mapsの使い方例 
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未来のために、今を翔ぶ。 
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Web地図サービスを利用する上での留意点 

 

• 地理院地図の場合 
– 出典の記載等のルールに従えば、複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻案等、
自由に利用でき、商用利用も可 

– 詳しくは次のサイトを参照 

• https://www.gsi.go.jp/LAW/2930-index.html 
2019年12月10日 地図の利用手続き緩和 

 

• OpenStreetMapの場合 
– 地図の（画像・タイル）データは CC-BY-SA 2.0  

– 地理データはOpen Database License(ODbL) 

©2019 朝日航洋株式会社 13 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンデータを探す・入手するには 

• Webでキーワード検索 

– 地方自治体のWebサイトを探せば出てくることもある 

• 【例】室蘭市オープンデータライブラリ 

 

 

 

 

 

 

 

• データカタログサイトを利用 

– オープンデータを検索・利用するためのWebサイト 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

データカタログサイト 

• DATA GO JP 
– 日本政府のオープンデータカタログサイト。主に省庁のデータを格納、2019年

10月末時点で25,001件のデータセットを登録、うち、地理空間情報に関連す
る情報は50件 

– https://www.data.go.jp/ 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

データカタログサイト 

• 東京都データカタログサイト 
– http://opendata-portal.metro.tokyo.jp/www/index.html 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

このようなサイトも 

• My City Construction （https://mycityconstruction.jp/） 
– オンライン型電子納品システム 

• 公共工事の納品データのうち公開可能なデータを公開する仕組みあり 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

地理空間情報のプラットフォーム 

G空間情報センター 国土交通データプラットフォーム プロトタイプ版 

https://www.geospatial.jp/ 国土交通データプラットフォームのプロトタイプ版紹介 

東京大学 関本准教授、2019年10月31日 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間情報センター 

• 産官学の様々な機関が保有する地理空間情報を円滑に流通し、社
会的な価値を生み出すことを支援する機関 

• 平成24年3月に政府で閣議決定された地理空間情報活用推進基
本計画に基づき、設立され、一般社団法人社会基盤情報流通推進
協議会が運用 

G空間情報センター運営開始記念シンポジウム 柴崎センター長の開会宣言 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間情報センターの社会的機能とネットワーク 

災害時の緊急対応を情報で支援 
 （通行可能情報等） 
災害時の情報提供（双方向）・ 
  連携のハブ 
災害対応の経験の蓄積 

政府・自治体等のデータ・
情報の「信託」を通じての
利活用支援、オープン化
支援 

利活用方法のコンサルティ
ング 

G空間情報の統合・解析、
新たなり活用方法の開発
などを産学官で実施 

多様なG空間情報を検
索可能にする。 

さらに、すぐ使える「社会
課題解決支援パッケー
ジ」として提供 

G空間に関するオープンリ
ソース（ソフトウェア、データ、
人材）の充実支援、利活
用支援 

G空間情報のアウトリーチ 

災害対応
情報ハブ 

G空間情報
（データ・アプ
リ）の流通支
援部門 

G空間情報
の研究開発
部門 

政府・自治体
向け「情報信
託銀行」部門 

G空間オープン
リソース・ハブ 

平常時の情報提供 国民等 

自治体・公共団体等 

東大・CSIS等の 
研究機関と連携 

 「社会課題解決支
援パッケージ」を開発 

©2019 朝日航洋株式会社 20 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間情報センターのG空間情報の流通支援 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間情報センターで取り扱っている主なデータ 

分類 主なデータ名称 データ保有者 

基盤的情報 基盤地図情報, 地球地図, 空中写真, 地理院地図データ, 電子国土基本図, 
国土数値情報（行政区域, 鉄道, 公共施設等）, 場所情報コード, 大字町丁
目／街区レベル位置参照情報, 町丁・大字等境界, 歩行空間ネットワーク
データ, 海洋台帳、東京駅・新宿駅周辺屋内地図オープンデータ 

国交省 
総務省 
農水省 

地形・地質 
・土地分類 

地質図, ボーリングデータ, 資源, 地形分類, 国土調査成果（土地分類基本
調査, 水基本調査）, 国土数値情報（土地利用細分メッシュ他） 

国交省, 文科省, 産総研, 
JOGMEC 

防災・災害 火山基本図※、火山土地条件図※, 防災関連情報, 通行止め, 火山地質図 
中央防災会議, 南海トラフの巨大地震モデル検討会, 首都直下地震モデル
検討会のデータ（ゆれやすさマップ等） 

国交省 
内閣府 
産総研 

気象観測等 ライブカメラ(河川), 河川水位等観測情報, フェーズドアレイ気象データ 国交省, NICT 

環境 自然環境調査, 細密数値情報(10mメッシュ土地利用), 植生指標データ 環境省, 国交省 

土地登記等 不動産登記情報及び地図・図面等の情報, 不動産取引価格情報, 路線価 法務省, 国交省, 国税庁 

統計その他 国勢調査, 経済センサス地域メッシュ統計,  将来人口・世帯予測データ, 
微地形表現図他 

総務省, 自治体 

国及び地方自治体 

太字：直接ダウンロードが可能なデータ  ※印：有償データ 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間情報センターで取り扱っている主なデータ 

分類 主なデータ名称 データ保有者 

動的データ 
通行実績デ－タ※, 混雑統計®混雑度データ※, メッシュ型・ポイント型流
動人口データ※, リンク旅行集計データ※, バリ島旅行者移動データ※, 駅構
内人流センサデータ,断面交通量データ提供API※ 

パイオニア／ゼンリン
データコム／Agoop／ナ
ビタイムジャパン／長大
他 

静的データ GEOSPACE航空写真※, 電子地図※, 行政界ポリゴン※, MMS点群データ※, 
リアル3D都市モデル※, 赤色立体地図※、空中写真（カラー画像）※, 
good-3D DSM点群データ※, 航空写真（カラーデジタルオルソ）※, 
PAREA航空写真・航空レーザーデータ※, 全国市区町村界データ※ 

NTT空間情報／アジア航
測／朝日航洋／パスコ／
国際航業／東京地図研究
社 

民間企業 

太字：直接ダウンロードが可能なデータ  ※印：有償データ 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

G空間情報センターの今後の展開 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

兵庫県_全域数値地形図_ポータル（2010年度～2018年度） 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

国土交通データプラットフォーム 

「国土交通データプラットフォーム（仮称）の整備計画について」国土交通省より 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

国土交通データプラットフォーム 

「国土交通データプラットフォーム（仮称）の整備計画について」国土交通省より 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

国土交通データプラットフォーム プロトタイプ版 

掛川城（LAS形式4.8GB） 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

朝日航洋の場合は… 

• ２０１７年7月4日～5日 九州北部豪雨災害 
– 救助活動の妨げにならないように、天候回復の間隙をぬって垂直空中写真を
撮影7月13, 14, 30日撮影 

– オルソフォト作成 

– GISで利用するためのラスタライル作成 

– 7月24日、8月4日にG空間情報センターにて独自利用規約で公開 

 

• そうしたところ… 

九州大学九州地理空間情報ポータルで情報配信 

宮崎県ひなたGIS地理院地図のDEMと組み合わせて3次元化 
など 

©2019 朝日航洋株式会社 29 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

九州大学 http://gcity4.doc.kyushu-

u.ac.jp/arcgis/apps/webappviewer/index.html?id=fb3bb86e211545eb8f7be90d05deca42

より引用 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

ひなたGIS 
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.htmより引用 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

直近の事例 

• 2019年9月台風15号による被災地の航空写真（千葉県）のラスタタ
イルをG空間情報センターからCC-By-NC-SAで公開 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

直近の事例 

• QGISでの活用 

©2019 朝日航洋株式会社 33 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンデータに関するよくある話 

• 提供する側のメリットは？ 

 

• 提供する側のリスクは？ 

 

• 費用対効果は？ 

 

• 誰がどのように使ったか知りたい 

 

• 使うときの留意点は？ 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンソースソフトウェア 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンソースソフトウェア（OSS）とは? 

• 定義 

– ソフトウェアの設計図にあたるソースコードを、インターネットなどを
通じて無償で公開し、誰でもそのソフトウェアの改良、再配布が行
えるようにすること。また、そのようなソフトウェア 
（IT用語辞典 e-Wordsより） 

 

• ライセンス 

– OSSにもライセンスがある 
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未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

OSSのライセンス（https://qiita.com/tukiyo3/items/58b8b3f51e9dc8e96886より） 

ライセンス Required(必須) Permitted(許可) Forbidden(禁止) 

Apache v2 著作権の表示、変更箇所の明示 
商用利用、修正、配布、サブライセンス、特
許許可 

トレードマークの使用、責任免除 

GPL v2 著作権の表示、変更箇所の明示、ソースの明示 商用利用、修正、配布、特許許可 責任免除、サブライセンス 

MIT 著作権の表示 商用利用、修正、配布、サブライセンス 責任免除 

Mozilla Public v 2.0 ソースの明示、著作権の表示 
商用利用、修正、配布、サブライセンス、特
許許可 

責任免除、トレードマークの使用 

LGPL v2.1 著作権の表示、ライブラリの使用、ソースの明示 
商用利用、修正、配布、サブライセンス、特
許許可 

責任免除 

The BSD 3-Clause 著作権の表示 商用利用、修正、配布、サブライセンス 責任免除、トレードマークの使用 

Artistic 2.0 著作権の表示、変更箇所の明示、ソースの明示 
商用利用、修正、配布、サブライセンス、個
人利用 

責任免除、トレードマークの使用 

GPL v3 著作権の表示、変更箇所の明示、ソースの明示 商用利用、修正、配布、特許許可 責任免除、サブライセンス 

LGPL v3 著作権の表示、ライブラリの使用、ソースの明示 
商用利用、修正、配布、サブライセンス、特
許許可 

責任免除 

Affero GPL 著作権の表示、変更箇所の明示、ソースの明示 商用利用、修正、配布 責任免除、サブライセンス 

Public Domain - 
個人利用、商用利用、修正、配布、サブラ
イセンス 

責任免除 

No License 著作権の表示 個人利用、商用利用 修正、配布、サブライセンス 

Eclipse Public v1.0 ソースの明示、著作権の表示 
商用利用、修正、配布、サブライセンス、特
許許可 

責任免除 

BSD 2-Clause 著作権の表示 商用利用、修正、配布、サブライセンス 責任免除 
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OSSのメリット 

• ライセンス費用がかからない 

– 無料で使用できる 

• 問題の発見、解決を行いやすい 

– ソースコードをいつでも見ることができるため、ソフトウェアを利用
する人がバグを修正することができる 

• 動作を確認できる 

– ブラックボックスではないので、どのような処理を行っているかを確
認できる 

• ソフトウェアの機能追加が可能 

– ソースコードを修正して自分が使いやすいように変更することがで
きる 
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OSSのデメリット 

• マニュアル等の不備が多い 

– 日本語化が遅れがちである 
• 実は便利な機能があるのにもかかわらず、その存在を知らない、あるいはそ
の使い方がわからない 

 

• 問題が発生したときに誰も責任を取らない 

– 利用者の責任において利用するので、何か問題が生じてもその
責任を提供者に問えない 

– 商用のソフトウェアでも使用条件をよく読むと、同じようなことが書
かれている場合が多い 
• 一般的な傾向として、2バイトコード（日本語）に起因する障害が多い 
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OSSのビジネスモデル 

 

• 導入・運用・保守サービス 

– 傍から見て使いにくいと思われるOSS製品を、責任を持って導入、
運用、保守を支援するサービス 

 

• カスタマイズサービス 

– OSS製品をベースに、カスタマイズを行うサービス 
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FOSS4G 

 

• Free Open Source Software for Geospatial 

 

• 地理空間分野のためのフリーオープンソースソフトウェアの
こと 

 

• 代表的な製品はOSGeo財団の公式プロジェクトにて管理 

 

• 各プロジェクトは、開発者、ユーザ、支援者・団体からなるコ
ミュニティ（数名～数千名）が支援 
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OSGeo財団公式プロジェクト 

• Web マッピング 
– MapServer 

– deegree 

– OpenLayers 

– GeoMoose 

– Mapbender 

– PyWPS 

– GeoServer 

 

• メタデータカタログ 
– GeoNetwork 

– pycsw 

 

• コンテンツマネジメントシステム 

– GeoNode 

• デスクトップアプリケーション 
– GRASS GIS 

– Marble 

– QGIS 

– gvSIG 

 

• 地理空間ライブラリ 
– PROJ 

– GeoTools 

– Orfeo ToolBox 

– GDAL/OGR 

– GEOS 

 

• 空間データベース 
– PostGIS 
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QGIS 
• 特徴 

– 多くの人が考える「GIS」ソフトウェアにもっとも近いもの 

– 使いやすいグラフィカル・インターフェイス（GUI）をもち、Windows、Mac、Linux等さまざまな
環境で動作する 

– ベクタ形式（shapeやKMLなど）、ラスタ形式（GeoTiffなど）のファイルの読み書きが可能 

– 日本独自の平面直角座標系を含め多くの測地系にも対応 

– メニューのほとんどが日本語化済み 

– 初めてGISを使おうとする人はもちろん、今までGISを使っていて、そのデータを利用しつ
つFOSS4Gに乗り換えようという人にも最適な製品 

• 主な機能 

– データの表示 

– データの検索と地図の作成 

– データの作成、編集、管理と変換 

– データ解析 

– プラグインを使った機能拡張 

– インターネット上の地図データの表示 
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QGISの歴史 

State-of-QGIS_FOSS4G-2017.pdf より引用 
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QGISと連携するツール等 

State-of-QGIS_FOSS4G-2017.pdf より引用 
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QGISの関心トレンド 

日本の「QGIS」と「ArcGIS」のGoogleでの被検索スコアの推移 

（2009年1月1日～2020年1月31日） 
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まさかの Udemy for Business’ 2020 Workplace Learning Trends Report: The Skills of the FutureRead more 

47 ©2020 朝日航洋株式会社 
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QField 

• 特徴 
– 屋外のGISデータを効率的に処理 

– Androidデバイス向けに最適化されたユーザーインターフェイス 

– 内部で QGIS の全ての機能あり 

48 ©2020 朝日航洋株式会社 
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GRASS GIS 
• 特徴 

– GRASS（Geographic Resources Analysis Support System；地理的資源解析サ
ポートシステム）は代表的なFOSS GIS製品 

– 陸軍の土地管理や環境計画のために米国陸軍技術部隊の建築工学研究所
で、1982年ころから開発 

– 日本語化対応済み 

• 主な機能 
– ファイル・地域管理モジュール 

– 画像表示モジュール 

– ラスタープログラムモジュール 

– 画像処理モジュール 

– ベクトルプログラムモジュール 

– データベース管理モジュール 

– ボリュームプログラムモジュール 

– ハードコピー出力モジュール 
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SAGA GIS 

• 特徴 
– SAGA：System for Automated Geoscientific Analysis 

– DEMを利用した地形解析が強みのＧＩＳ 
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CloudCompare 

• 3次元点群データの表示・編集・分析アプリ 

51 ©2020 朝日航洋株式会社 

GPL v2, LGPL 

使ってみたい方はこちらを参考に http://committees.jsce.or.jp/cceips17/node/8 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

MapServer 
 

• 特徴 
– Webページで表示される地図の背後で動作するマッピングエンジン 
– 1994 年にアメリカのミネソタ大学で開発 
– 以降改良を積み重ね、高い実用性を備えたオープンソースのマッピングエンジンとして
最も利用されている 
 

• 主な機能 
– 地図表示機能 

• クライアントの要求に応じて地図ファイルからデータを取得、指定のスタイルのマップを作成し、
凡例、参照図、スケールバーを作成、必要に応じて縮尺の変更や異なる投影法の変換を行
うなど、地図表示に関する様々な機能を安定かつ高速に提供 

– 地図描画機能 
• 地図の線や色、文字の種類や大きさ、記号の作成、縮尺に応じての表示・非表示の設定や図
式の設定などの地図表現に関して、きめ細かい設定可能 

• Quantum GIS を利用することで、実際の地図表示を行いながら設定可能 

– オープンスタンダードの対応 
• WMS (client/server), non-transactional WFS (client/server), WMC, WCS, Filter Encoding, 

SLD, GML, SOS, OM 
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GDAL/OGR 

 

• GISで利用される様々なファイルフォーマットに対して読み込
み／書き込みを行うライブラリ 

• 幾何変換やオーバービューの作成などGISデータを取り扱う
ための様々な機能を提供 

• GDALを利用するプログラム側は、取り扱うファイルのフォー
マットを意識することなくデータにアクセス可能 

• GDALライブラリはGRASS、GIS、MapServer等多くのGISソフ
トウェアにおけるファイル入出力を管理するライブラリとして
広く利用 
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PostGIS 
• 特徴 

– オープンソースのリレーショナルデータベースPostgreSQLに対する空間拡張ツール 
– PostgreSQL と組み合わせることで、通常のリレーショナルデータベースが提供するテー
ブル形式のデータ管理機能に空間データ管理機能を加えることができる 

• 主な機能 
– 空間データの取り扱い 

• PostgreSQLにジオメトリ型を追加したことで、2次元と2.5次元（高さ情報付き）のポイント、ライ
ン、ポリゴン及びこれらの複数型の空間データの取り扱いが可能 

– 空間インデックス機能 
• 空間データベースにインデックスを付与することで高速な検索を実現 

– 座標変換 
• 異なる座標型同士のデータ変換処理 

– 空間演算 
• 交差、包含などの空間演算機能を提供 

– データ形式の変換 
• SVG形式、GML形式、KML形式で結果を返す 

– マッピングエンジンからの接続 
• MapServer あるいはGeoServer から、PostGISを呼び出し可能 
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オープンデータ× 

オープンソースソフトウェア 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

オープンデータ×オープンソース 

 

• 地理空間情報のオープンデータが増えてきた 

• 使える地理空間情報のツールも増えてきた 

 

 

これらを組み合わせることで、いつでも誰でも気軽に
処理できる時代へ 
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オープンデータ×オープンソース 

• さっぽろ保育園マップ 
– 2014年 Code for Sapporo 

57 ©2020 朝日航洋株式会社 
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オープンデータ×QGIS 

• 洪水時を想定した即席避難所マップを作る 
– 使用するデータ 

• ダウンロード 

– 境界ポリゴン（e-Stat国勢調査の小地域ポリゴン、SHP） 

– 緊急指定避難場所（国土地理院、CSV） 

– 浸水想定区域（国土数値情報、SHP） 

• URL 

– 地理院タイル 淡色地図（国土地理院、ラスタタイル） 

– データ加工 

• 境界ポリゴンに人口密度フィールドを追加 

• 緊急指定避難場所の座標からポイントデータを作成 

• それぞれのベクトルデータに色付け 

• 背景地図として地理院タイル 淡色地図を表示 
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オープンデータ×QGIS 

• 埼玉県川越市の洪水避難所マップ 
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オープンデータ×QGIS 

• 東京都オープンデータ × QGIS＋CKAN Browser（プラグイン） 

公衆無線LAN一覧データ（CSV） 公衆無線LANマップ 
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東京都オープンデータポータルサイト 
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QGISのプラグインCKAN Browserで検索、ロード  
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あとはQGISでベクトルレイヤとして利用 

©2019 朝日航洋株式会社 63 



 Copyright 2017 Aero Asahi Corporation. All Rights Reserved.  

未来のために、今を翔ぶ。 
Fly for The Future. 

QGISを触ってみたいという方に 

• 地理情報システム学会 第28回学術研究発表大会ハンズオンセッ
ション（2019年）のテキストを公開 
– https://speakerdeck.com/qgis_a/qgis-handson-gisa2019 
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まとめ 

 

• オープンデータ 

 

• オープンソース 

 

• オープンデータ×オープンソース 
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ご清聴ありがとうございました 


